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⑤研究の目的・目標 

 橋梁の建設コストの縮減に向けては，終局状態において道路橋を構成する部材の一部塑性化を考

慮した耐荷力評価法を確立することが望まれる．しかし，鋼橋で最も一般的な形式である桁構造の

耐荷力評価法は，部材の線形挙動内での評価が中心であり，昭和48年から40年以上もの間改定され

ていない．他方，耐荷力に関する研究が不足しているため，新たな設計法を開発する上で，必要な

情報が十分ではない．そこで，一般的な鋼桁の研究と比較して高い技術・学術レベルが要求される

載荷実験および数値解析によるシミュレーションを実施して，部材の一部塑性化を許容した鋼桁の

耐荷力特性に関する情報を収集するとともに，実験・解析結果の他，諸外国における既往の研究，

道路橋の設計法に関する情報収集を行い，塑性化を考慮した鋼桁の設計法の提案を行う． 



⑥これまでの研究経過 

平成30年度の研究計画は，コンクリート床版を有する鋼

桁について，(1) 耐荷力実験，(2) 耐荷力の数値解析，(3) 塑

性化を考慮した鋼桁設計法の開発である． 

(1)については，5体の合成桁試験体を製作し，2018年11

月中旬から12月末にかけて，駒井ハルテック富津工場にて，

4点曲げ試験（1体）ならびに3点曲げ試験（4体）を実施し

た（図1）．4点曲げ試験は，昨年度の研究結果をもとに，

床版内の鉄筋配置といったディテールを検討したもので，

図2に示すように，粘り強い構造を実現することができた．

また，3点曲げ試験は，設計法の開発に向けて，合成桁の曲

げ・せん断耐荷力を把握するものであり，ウェブ幅厚比を

道示設計とした試験体をベースに，ウェブ幅厚比を大きく

（緩和）したケース，曲げ・せん断比率を変更したケース，

床版と鋼桁の合成効果を変更したケースを設けた．合わせ

て，限界状態の設定に向け，降伏変位を基準とした繰り返

し載荷といった試験方法についても考慮した． 

(2)については，今年度の実施した試験体の再現解析を通

じて，解析手法の精度を確認すると共に，ウェブの幅厚比

や支点間距離，床版と鋼桁の合成効果等をパラメータとし

たパラメトリック有限要素解析を実施している．(3)につい

ては，これまでの実験結果ならびに解析結果をもとに，関

係機関との協議も交えながら，検討を進めている． 

⑦研究成果の発表状況 
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(a) 4 点曲げ試験 

   
(b) 3 点曲げ試験 
図 1 実験状況 
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図 2 荷重－変位関係 
（4 点曲げ試験） 



⑧研究成果の活用方策 

これまでの検討から，以下が明らかとなった． 
(1) 曲げ耐荷力の検討 

a) 従来の道示設計でも全塑性モーメントに達し，降伏モーメント以降の強度を期待できる． 
b) さらに，床版内の鉄筋配置を工夫することで，床版が圧壊して最大強度に達した以降も粘り強

い構造とすることができる． 
c) ウェブ幅厚比を大きくしても，塑性中立軸が床版あるいは上フランジ内にあれば，全塑性モー

メントに達することができ，桁の断面性能を有効活用できる． 
(2) 曲げ・せん断耐荷力の検討 

a) 従来の道示設計でも全塑性モーメントに達し，降伏モーメント以降の強度を期待できる． 
b) ウェブ幅厚比を大きくしたケースや曲げ・せん断比率を大きくしたケースでも全塑性モーメン

トに達する． 
c) いずれのケースでも曲げ耐荷力とせん断耐荷力の間に相関は見られない． 
d) 床版と鋼桁の接触面に剥離剤を塗布して合成効果を低減させた試験体でも，剥離剤を塗布しな

い試験体と同様の荷重－鉛直変位関係ならびに破壊形態を示した． 
 

いずれの項目も鋼桁の限界状態を設定する上で，道路橋示方書にフィードバック可能な有益な知

見と言える．さらに，(1)c)や(2)b)といった成果は，構造や維持管理の合理化に結びつく．このため，

土研ならびに国総研が進めている既設鋼橋の補修・補強における限界状態の設定に向けた共同研究

で，本研究の成果を活用すると共に研究の継続性を確保する． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨特記事項 

我が国の合成桁は，1970年代末までに盛んに建設されたものの，交通量の増加に伴う床版損傷が

顕在化したため，採用例が急速に減少した．そして，1990年代に，コスト縮減の観点から，新東名

高速道路建設プロジェクトに合わせて，合成桁の耐荷力に関する研究が再び行われるようになっ

た．これらの研究は，AASHTOといった海外基準をベースにしたものであり，本研究での相違点や

特筆すべき点としては，以下と考える． 

・ 道路橋示方書の従来設計に留まらず，構造の合理化に向けて，ウェブ幅厚比を緩和した際の知

見が得られた． 

・ 大規模地震が多発する我が国の状況を考えると，独自の限界状態を設定する必要性と共に，最

大荷重以降の粘り強い構造が求められる．降伏変位を基準とした繰り返し載荷の実施ならび床

版ディテールの検討から，これらに関する知見が得られた． 
・ 現行の道路橋示方書における合成桁設計では，鋼桁と床版の合成効果の扱いが問題とされてお

り，これに関する知見が得られた． 
・ 限界状態の設定に向けては，設計方法と共に，認証に向けた試験方法の確立が必要である．こ

れに関する知見が得られた． 
 

以上のように，本研究は，我が国の状況を考慮した鋼桁の塑性設計法の開発に向けて，既往の研究

では考慮していない部分にも着目しており，研究進捗は順調で，研究計画，実施方法，体制も妥当と

考える． 




